
項目＼試験区 対照区 飼料A 飼料B
供試頭数 6 6 6
乾物摂取量 kg/日 26.5 24.1 25.8
乳量 kg/日 40.4 40.6 39.3
乳脂肪率 ％ 3.62 3.51 3.75
無脂固形分率 ％ 8.61 8.68 8.68

表2　飼料摂取量及び乳生産表1　給与飼料の構成割合及び成分含量(乾物中％)

項目＼試験区 対照区 飼料A 飼料B

構成割合

ﾄｳﾓﾛｺｼｻｲﾚｰｼﾞ 31.9 31.9 26.6

ｲﾈWCS - 11.9 12.0

ｲﾀﾘｱﾝﾗｲｸﾞﾗｽｻｲﾚｰｼﾞ - - 5.0

ｴﾝﾊﾞｸ乾草 7.0 - -

ﾄｰﾙﾌｪｽｸｽﾄﾛｰ乾草 7.2 - -

籾米ｻｲﾚｰｼﾞ - 7.9 7.9

配合飼料他 53.9 48.3 48.5

粗飼料自給率（％） 69 100 100

飼料自給率（％） 31.9 51.7 51.5

成分含量

TDN 70.2 71.1 70.8

CP 14.7 14.9 15.1

中性ﾃﾞﾀｰｼﾞｪﾝﾄ繊維 36.9 32.7 33.2

糖･ﾃﾞﾝﾌﾟﾝ･有機酸類 34.3 41.1 40.0

 

 

 

 

籾米サイレージとイネ WCS の TMR（混合飼料）給与による乳生産 

本県の酪農が今後も安定的に存続していくためには、国際情勢の影響を受けにくいト

ウモロコシサイレージや飼料用稲、飼料用米などの国産飼料の活用が重要です。 

そこで、当センターでは、泌乳中後期ホルスタイン種経産牛を用いて、イネ WCS、

籾米サイレージ等を活用した TMR 給与試験（1 期 3 週間×3 期のラテン方格法）を実

施し、乳生産性等への影響を検討しましたので、その結果を紹介します。 

   

 

 

 

 

 

 

粗飼料にトウモロコシサイレージとイネ WCS を混合した飼料Ａ、飼料Ａのトウモロ

コシサイレージの一部をイタリアンライグラスサイレージに置き換えた飼料Ｂ、両飼料

とも、飼料摂取量、乳量、乳成分において、粗飼料にトウモロコシサイレージ、輸入乾

草を用いた対照区と同等の結果を示しました（表 1，2）。 

また、第一胃内容液性状、血液性状に及ぼす影響はないことから、飼料 A、B とも、

泌乳中後期の飼料として十分利用できることがわかりました。生乳 1kg 当たりの飼料費

は、飼料Ａ28.6円/kg、飼料Ｂ31.7円/kg となり、対照区 33.1円/kg と比べ低減が図

られ、コスト的にも輸入粗飼料より優れています。 

ただし、トウモロコシサイレージ、イネ WCS 及び籾米サイレージを併給する場合は、

糖･デンプン･有機酸類が高い飼料（飼料Ａ、Ｂでは 40％前後）になりますので、採食量

や乳量の変化、反芻時間、牛の健康状態（糞の性状等）を確認してください。 

（乳牛研究室） 

開封後の籾米サイレージ 
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畜産環境分野における SDGｓに関する取組 
 

SDGs（持続可能な開発目標）とは、2015 年の国連サミットで採択された国際的な目標

です。その中に「気候変動に具体的な対策を！」とあり、畜産分野でも対応が求められて

います。当センターでは肉用牛（ホルスタイン去勢肥育牛）にアミノ酸バランスを改善し

た配合飼料を給与することで、温室効果ガスの削減を実証する試験に取り組んでいますの

で、その概要について紹介します。 

表 1 は試験牛に給与した配  

合飼料成分と肥育成績を示してい

ます。肥育前期では CP 含量を 3

ポイント、後期では 1 ポイント低

減させた配合飼料を用いましたが、

対照区と同程度の肥育成績となり

ました。 

 

肥育前・後期で、排出されたふん尿及び敷料（オガ粉）を用いた堆肥化試験に取り組み、

堆肥化時に発生する主要な温室効果ガス（二酸化炭素、アンモニア、メタン、一酸化二 

窒素）を測定しました（図 1）。メタンは二酸化炭素の 25 倍、一酸化二窒素は 298 倍 

の温室効果を持つといわれています。 

 

 

 

 

 

 

      

図 1 堆肥化試験の概要（オガ粉量、ガス吸引量は肥育前期試験の値） 

 

図 2 は堆肥化試験で測定した各種ガス

を二酸化炭素に換算した結果です。試験飼

料により、温室効果ガスの削減を確認しま

した。今後は、アミノ酸バランス改善飼料

の効果の現地実証に取り組み、畜産におけ

る SDGs の取組を推進していく予定です。 

（畜産環境研究室） 

表1 試験配合試料の成分含量（FM％）及び肥育成績
肥育時期 項目 対照区 試験区
前期 CP 17.1 14.1

(7∼10か月齢) TDN 69.9 70.1
後期 CP 13.3 12.1

(12∼19か月齢) TDN 71.6 71.8
肥育成績 枝肉重量（kg） 381.8 393.6

歩留（％） 69.3 69.0
※TDNは設計値、CPは実測値
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イタリアンライグラスの収量アップを目指しましょう 

栃 木 県 で は 、 イ タ リ ア ン ラ イ グ ラ ス の 奨 励 品 種 及 び 認 定 品 種 を 2015
年 に 選 定 し ま し た が 、 そ の 後 に 流 通 を 開 始 し た 新 品 種 に つ い て も 2019
年 度 か ら 、 奨 励 品 種 等 を 選 定 す る た め の 比 較 試 験 を 実 施 し て い ま す 。  

今 回 は 、 奨 励 品 種 候 補 の １ 番 草 の 試 験 結 果 （ 2019 年 、 2020 年 の 速 報
値 ） に つ い て 紹 介 し ま す 。  
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2 年 間 の 乾 物 収 量 を 見 る と（ 図 １ ）、奨 励 品 種（ ◎ ）や 認 定 品 種（ ☆ ）
よ り も 高 い 収 量 性 を 示 す 新 し い 品 種 も あ り ま す が 、 年 次 変 動 が 大 き く
２ 年 間 の 結 果 だ け で は 評 価 で き ま せ ん 。 特 に 2020 年 産 は 昨 年 10 月 の
台 風 、4 月 の 低 温 な ど 異 常 気 象 の 影 響 が あ り 、収 量 低 下 傾 向 に あ り ま す 。       

一 方 、奨 励 品 種 や 認 定 品 種 は そ の 様 な 異 常 気 象 条 件 下 で も 安 定 し た 収
量 が 確 保 さ れ て い ま す 。  

 
 異 常 気 象 が 毎 年 の よ う に 予 想 さ れ る 中 で 、 安 定 収 量 確 保 の た め に は
適 期 播 種 、 適 正 播 種 量 、 肥 培 管 理 等 の 基 本 技 術 の 励 行 が 一 層 大 切 と な
り ま す 。今 の う ち か ら 出 来 る こ と（ ほ 場 の 準 備 、播 種 機 の 整 備 、種 子 ・
肥 料 の 調 達 、 土 壌 分 析 等 ） を 開 始 し て く だ さ い 。  
 ま た 、 台 風 や 雨 な ど で 適 期 播 種 （ 10 月 中 旬 ま で に 播 種 ） が で き な か
っ た 場 合 は 、無 理 を し て イ タ リ ア ン ラ イ グ ラ ス を 播 く よ り も ラ イ 麦（ 11 
月 上 旬 ま で ） を 播 種 し て 自 給 飼 料 の 確 保 に 努 め て く だ さ い 。 

（ 草 地 飼 料 研 究 室 ）  
 

【イベント情報】豚の人工授精技術研修会実施予定  
１  日 時 ： 令 和 ２ （ 2020） 年 10 月 下 旬  午 後  

２  場 所 ： 栃 木 県 畜 産 酪 農 研 究 セ ン タ ー （ 栃 木 県 那 須 塩 原 市 千 本 松 298）  

３  内 容 ： 豚 の 人 工 授 精 技 術 に 関 す る 講 義 及 び 実 習  

 

 

 

 

      精 液 の 確 認      精 液 の 注 入    （ 養 豚 研 究 室 ）  
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図１  イタリアンライグラスの乾物収量（出穂期～出穂揃い）   
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哺乳ロボットを活用した黒毛和種子牛の育成技術 
 

 子牛の哺乳方法には自

然哺乳と人工哺乳があり

ます。自然哺乳は手間も費

用も掛からないため和牛

飼養では一般的ですが、母

牛の泌乳能力により子牛

の発育性が異なること、母

牛の発情回帰が遅延する

等の課題があります。一方、人工哺乳はミルク代及び手間がかかる手法ですが、子牛

の病気や発育等に困っている場合、解決策の一つとして検討してはいかがでしょうか。

当センターでは、哺乳ロボットを用いて子牛の人工哺乳を試行していますので、その

中で改めて確認できた哺乳ロボットのメリット、デメリットを紹介します。 
 

メリット 

2 頭以上の群飼養で哺乳作業の省力効果があると報告されており、４頭では 1 日

28 分もの労働時間が短縮されます。当センターでも 10 頭の哺乳に取り組み、哺乳に

かかる時間を大きく短縮することが実証されました。 

さらに、哺乳ロボットではバケツ哺乳と違い頻回哺乳が可能なため、少量の多回哺

乳により、下痢等がなく、より多くの哺乳ができます。これにより、子牛の発育成績

が向上します。当センターにおいて、哺乳方法別に離乳（３か月齢）までの日増体を

調べてみました。自然哺乳及びバケツ哺乳がそれぞれ 0.73kg/日、0.74kg/日であっ

たのに対し、哺乳ロボットでは 0.78kg/日と約 0.05kg/日の違いがありました。 
 

デメリット 

哺乳ロボットは機械導入コスト

に加え維持費も掛かります。1 日

のコストは 567 円であり、常時 4

頭以上の群飼養において経済効果

が生じると報告があります。した

がって、繁殖雌牛 40 頭以上の規模

での使用であれば十分な導入効果

があると試算されます。 

 また、一度哺乳ロボットの牛群

に感染症が入ってしまうと、蔓延する危険性があります。したがって、子牛を観察す

る十分な時間が必要であり、また、定期的な点検・洗浄により、病気を防ぐことが重

要になります。                       （肉牛研究室）              

 

 

 

 

メリット デメリット

哺乳作業の省力化 導入の資金

頻回哺乳が可能 使用方法の習得が必要

哺乳量が細かく設定できる 定期点検・洗浄が必要

作業する人の差がでない 感染症が蔓延する危険性

子牛の発育向上 個体観察が難しい

 哺乳ロボット及び哺乳ステーション 

 哺乳ロボットのメリット、デメリット 
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